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会 議 目 的 今後の運営について 

会 議 場 所 首都大学東京同窓会 八雲クラブ(1110 号室) 

会 議 日 時 2014 年 11 月 8 日(土) 16:00～18:00 

出 席 者 
岡崎、佐々木、河本、小島、小西、坂巻、佐藤、渡辺（現役）、土方（現

役）山崎（順不同、敬称略）  

配 布 資 料 

・ているらんぷ 2 号編集予定 

・H26 年度合宿反省（渡辺主務）  

・河本より OB へのメール；合宿で感じたこと 

1. 寄付金 

・ 現在ある寄付金 80,000 円を現役に渡した。 

・ 現役は活用方法についていずれ報告すること。  

2. ドライブ会 

・ 11 月 29 日（土）～11 月 30 日（日）で岳麓を予約済み。  

・ 現時点での参加は、8 名（山崎さんは夕食のみ）。 

・ 岳麓との最終的な打合せ及び確認を山崎が行う。  

3. 新年会他の行事について 

・ 1 月 18 日（日）の幹事会後に 5 時より新年会とする。場所は 10F 同窓会（当初幹事

会は 17 日の予定であったが、部屋の都合で変更）。  

4. 文集「ているらんぷ」第 2 号に向けて  

· 第 2 号の寄稿者は配布のリストのとおり。  

· 君塚さんにインタビューのうえ、創部の経緯を載せる。  

· 11 月末までに原稿を収集し、12 月整理で 1 月中旬発行の予定。  

5. 合宿の報告と自動車部としての今後の方向性について 

・ 渡辺君（次期部長）作成の合宿報告（配布資料）で、反省として「安全面、運営面

及び合宿の意味」があげられた。  

・ 河本より合宿に参加した感想として、クラブとしての部活動について再度考えるべ

きではないかという問題提起があった。  

・ 現在は車好きの集まりというだけでクラブとしての一体感がなく、目標が確立され

ていない。競技も個人としての参加である。  

・ 現在は部車というものがないことも一因であろうが、部車の議論は今後じっくりと

やっていきたい。  

・ 個人活動から部としての活動、組織としての一体感の醸成が必要ではないか。  

・ 一年間の部としての活動計画をどう作っていくか、反省をきちんとやっていくこと

から始めて欲しい。  

・ この問題については次回総会までに議論を進めていく。  

6. その他 

· 会計より半期の収支として、残金は約 4 万円との報告があった。同期会等の残額は

是非寄付願いたいとのこと。  

· 佐藤より WRC スペインラリー観戦報告があった。  

· 追い走は 3 月の平日を予定。  

以上 

 


